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　近年，防犯意識 の 高ま りか ら，監視カ メ ラ の 設置が進

め られ て い る．目撃情報などをもとに して，監視カ メ ラ

に 映っ た大量 の 人物の 中か ら目的の 人物 を探す作業には，
膨大な時間 と労力 を 要す る た め，画像処 理 に より人物検

索を支援す る技術が 求 め られ て い る．監視カ メ ラ が 多 く

設置 され て い る 空港や駅な どで は リ ュ ッ ク や キ ャ リーバ ッ

グな どの 手 荷物 を所持 した 人 が 多 く，こ れ らの 情報 は 人

物検索の 重要 な手 掛 か り と なる．これ らの こ とか ら，本

研究 で は監視カ メ ラの 映像中の 人 物検索を支援する た め

に，画像処理 を用 い て 手荷物 の 有無を認識す る こ と を 目

的 とす る．こ の 際，従来研究 ［11で は 、手荷物の 種類を限

定 しな い の に 対 して ，本研 究で は 手荷物 の 種類を限定す

る こ と に よ っ て ，よ り詳 細 な 人 物 検索 の 実現 を図 る ．本

発表 で は，手荷物 の 種類 と して キ ャ リ
ー

バ ッ グ と リ ュ ッ

ク に 着 目し，人物画像 か らそれぞれの 有無を認識す る手

法 を 検討 した 結果 を報告する，

2　 提案手法

　手法は，学習段階，お よ び認識段階 に 分け られ る．こ

こ で は，キ ャ リーバ ッ グの 認識 に つ い て 説明す る．リュ ッ

ク の 認識 に つ い て も同様に 処 理 す る．

　学習段階で は，手荷物 の 有無を認識す るた め の 識別 器

を構築する．学習 に は 手荷物 の 有無，人 物矩形，手荷物

矩形 の 情報 が付与され た 様々 な向き の 人物画像を用い る．
は じめ に ，図 1 の よ うに，各学習画像 に対 して ，特徴抽

出 の 対象とな る矩形 を設定する．対象矩形 は，各画像 中

の 人物矩形 と手 荷物矩形 の 相対 的な位置 と大 き さの 情報

を利用 し、人物矩形 を基準 と し て 全画 像 中 の 手 荷物 矩形

を包含す る よ うな 矩形 とす る．対象矩形内か ら特徴量を

抽出 し， 識別器 を学習す る．対象矩形 は 手荷物 の 種類 に

合わせ て 独立 に設定する，これ に よ り，手荷物の 種類毎

に 適 した 認 識 が で き る．

　認識段階で は，
一一
般的な人 体検出器に よ っ て得られ た

人物矩形をもとに，学習段階と同様 の 対象矩形内から特

徴 量 を抽出す る．次 に その 特徴量を識別器 に入力 して 于

荷物 の 有無 を 認 識 結 果 と して 得 る．

o ・対 象矩形

　 　 　 　 ；人 物矩形

L −＿＿．：手 荷 物 矩 形

図 1　特徴抽 出 を 行 う対 象矩 形 の 設 定 （キ ャ リーバ ッ グ ）
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3　 実験

　実験 に用 い るデ
ー

タセ ッ トを構築 した．キ ャ リーバ ッ

グとリュ ッ クそ れぞれ の 有無 ， 人 物，撮影方向を変え な

が ら， 合計 480 枚の 画像を撮影 し た ．図 2 に データ セ ッ

ト中の 画像 の 例を示す，こ れ らの 画像 に 対 して，人 物矩

形と 手荷物矩形 を付与 し，人物 ID ，キ ャ リ
ーバ ッ グ の

有無，リ ュ ッ ク の 有無を ラベ ル と して 付与 し た．

　識別に用 い る特徴量は ， 形状特徴 と して HOG ， 色特

徴 と し て HSV ，テ ク ス チャ 特徴 として LBP を使用 した ．

識 別 器 に は カー
ネル SVM を利用 した ．評価 に は 8 分割

交差検定法 を 用 い た ．ポ ジテ ィ ブ サ ン プ ル とネ ガ テ ィ ブ

サ ン プル の 割合 は同 じ と した．

　表 1 に特徴量による認識率の 比較を示 す．HOG が キャ

リ
ーバ ッ グとリュ ッ クの どちらに 対 して も高 い 認 識率 を

示 した，HSV は 学習サ ン プ ル 数 が 少な い ためか ，最 も

低い 認識率と な っ た．

図 2　デ
ー

タ セ ッ ト中の 画 像 の 例

表 1　特徴量 に よる 認識率 の 比較
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4　 ま と め

　監 視 カ メ ラ 映像 中 の 人 物 画 像 か ら，そ の 人 物 の 手荷物

の 有無を識別す る手 法を検討した．実験の 結果 か ら、キ ャ

リ
ーバ ッ グとリュ ッ クの 有無の 認識 に は 形状特徴で ある

HOG が 有効 で あ る こ とが 分か っ た．今後 の 課題 と して，
他 の 特徴量 の 利用 が 挙げられる．また ， 実際に 人 物検索
を 行 う上 で は，手荷物を持 っ て い る人物 の 検出漏れをい

か に 少なくす るか が 重要 で ある．こ の こ とを 考慮 した 手

法の 評価 も行 い た い ．
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